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研究概要

　水域から陸上まで様々な環境で生活している藻類、コ

ケ、シダ、裸子植物の仲間は、多様な生殖様式や特徴的

な細胞構造を持ち、植物の進化を探る上で興味深い生物

群である。植物が多様化するに従って、生殖様式は同形

配偶から異形配偶、卵生殖へと変わり、また雌雄配偶子

の会合や合体を仲介する細胞構造や配偶子の行動様式に

も多様性がみられるようになる。受精遂行における配偶

子に特異的な細胞構造、形態、行動様式の多様性の意義

を有性生殖の進化の観点から解析している。

(1) 海産大形緑藻類の同調的同期的な配偶子形成と放

出、受精の仕組みの解析

　潮間帯の生態系を構成する重要な一員である大形海藻

の仲間には、月に２回の大潮、あるいは小潮のときに多

数の個体が雌雄配偶子を同調的かつ同期的に放出するこ

とによって、海水中で雌雄配偶子が出合い、子孫を残す

確率を高めていると考えられているが、その詳しい仕組

みは明らかになっていない。そこで、特定の日に同調的

かつ同期的な雌雄配偶子形成と放出を引き起こす未知の

環境要因とその仕組みを明らかにするために、海産大形

緑藻を用いて天然での配偶子形成の観察、海藻が生育し

ている潮間帯の海水温、潮位の変化、海中の光量などの

環境要因と配偶子形成との関係、受精の仕組みなどを調

べている（図参照）。また、海産大形緑藻の配偶子・遊

走子の会合、受精、着生に関わる細胞構造や鞭毛を使っ

た行動様式についても調べており、雌雄配偶子が出会う

ために走光性を利用するかあるいは走化性を利用するか

によって配偶子の細胞構造も多様であることが明らかに

なってきている。

(2) 陸上植物に特徴的な螺旋形鞭毛装置の解析

　地球の陸域を覆っている陸上植物は今から 4～ 5億年

前に緑色藻類の一群（陸上植物進化系列）が陸上に進出

することによって誕生したと考えられている。水中から

陸上に進出した藻類が生きていくためには陸上という

乾燥した環境で子孫を残すことが必要であり、そのため

初期の陸上植物は水中での生殖方法を如何にして陸上に

持ち込むかを模索していたようである。実際、コケ、シ

ダ植物、裸子植物のソテツ、イチョウでは、多くの藻類

の遊泳細胞や配偶子と同様な鞭毛をもった精子を形成し

水を介した生殖を行うが、精子と卵の受精は造卵器とい

う多細胞の保護組織の中でおこる。これらの陸上植物の

精子は、藻類の性質を残しつつ陸上での生殖に適応して

きたものであり造卵器への進入に適した螺旋形をしてい

る。われわれは螺旋形の精子を作っている細胞骨格であ

るスプライン・MLS 型鞭毛装置に注目しその細胞構造解

析を行っている。精子を多量に形成するシダの突然変異

株を用いて精子の鞭毛装置を単離する方法を開発し、単

離された鞭毛装置を用いて鞭毛装置を構成する分子の解

析を進めているところである。
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